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PowerPointで図形を一括処理する
[bookmark: _GoBack]
【リード】
今回は、PowerPointの作業を省力化するVBAのプログラム例を紹介しよう。各スライド上の「描画オブジェクト」を一括処理するためのマクロだ。

【本文】

　今回の作例は、新商品に関するアンケートの結果をまとめ、表やグラフで表したPowerPointのプレゼンテーション（図1）。その各スライド上の「描画オブジェクト」を、VBAで一括処理する方法を解説していこう。
　なお、マクロを含むプレゼンテーションは、必ず「PowerPointマクロ有効プレゼンテーション」形式で保存する。

●描画オブジェクトを一括処理
　描画オブジェクトとは、スライド上に配置されている、プレースホルダー、テキストボックス、図形、図（画像）、グラフ、SmartArtといった“モノ”の総称だ。単に「オブジェクト」ともいうが、VBAのオブジェクトと区別するため、ここでは「描画」を付けて呼ぶことにする。
　全ての描画オブジェクトは、VBAでは「Shape」オブジェクトとして表される。ちなみに、ExcelのシートやWardの文書上の描画オブジェクトもShapeオブジェクトであり、同様の操作が可能。今回紹介するプログラムは、ほかのOfficeアプリでも応用できるはずだ。
　マクロ「アボカド書式変更」は、作業中のプレゼンテーションに含まれているShapeオブジェクトの中で、特定の種類の図形の書式を一括で変更するプログラムだ（図2）。作例のプレゼンテーションを前面に表示している状態でこのマクロを実行すると、種類が「楕円」で、特定のスタイルが設定された図形だけ、塗りつぶしの色が暗い緑色になり、輪郭線が消え、回転角度が120度になる（図3）。3番目のスライドの目玉焼きのイラストも楕円を組み合わせて作成したものだが、スタイルが異なっているため、処理の対象にはならない。

●全ての要素を対象に繰り返す
　VBAでは、同種のオブジェクトの集合のことを「コレクション」と呼ぶ。例えば、1つのスライド上に配置されている全てのShapeオブジェクトは、「Shapes」コレクションとして、まとめて取り扱うことができる。コレクションもオブジェクトの一種であり、プロパティやメソッドを使って処理が可能。さらに、「For Each ～ Next」という命令を使えば、コレクションに含まれる各オブジェクトに対して、同じ処理を繰り返し実行できる。
　それでは、マクロ「アボカド書式変更」のプログラムについて、詳しく解説していこう。まず、「ActivePresentation」は、対象オブジェクトを省略できるプロパティで、作業中のプレゼンテーションを表す「Presentation」オブジェクトを返す。その「Slides」プロパティで、このプレゼンテーションに含まれる全てのスライドを表す「Slides」コレクションを取得できる。これをFor Each ～ Nextの対象とすることで、各スライドを表す「Slide」オブジェクトに対して、以降の処理を繰り返す（図4）。
　その繰り返しの中では、まず各Slideオブジェクトの「Shapes」プロパティで、そのスライド上の全ての描画オブジェクトを表すShapesコレクションを取得。これをFor Each ～ Nextの対象とすることで、各描画オブジェクトを表すShapeオブジェクトに対して、以降の処理を繰り返す（図5）。つまりFor Each ～ Nextを二重に使用して、全てのスライドの全ての描画オブジェクトに対して、同じ処理を繰り返すわけだ。
　「If ～ Then」は、前回も紹介した通り、条件を判定するための命令。「Then」の後ろで改行すると、条件が真（True）だった場合の処理を、「End If」の行まで、複数行に渡って指定できる。また、「And」は、複数の条件を「AかつB」で指定したいときに使用する。ここでは、図形の種類を表すShapeオブジェクトの「AutoShapeType」プロパティの値が、楕円を表す定数「msoShapeOval」（実際の値は9）かどうか、かつ図形のスタイルを表すShapeオブジェクトの「ShapeStyle」プロパティの値が定数「msoShapeStylePreset9」（実際の値は9）かどうかを判定している（図6）。
　Shapeオブジェクトの「Fill」プロパティで、図形の塗りつぶしの設定を表す「FillFormat」オブジェクトを取得。その「ForeColor」プロパティで、図形の前景色を表す「ColorFormat」オブジェクトを取得する。さらにその「RGB」プロパティで、設定したい色を数値で指定することができる。ここでは、暗い緑色を表す定数「rgbDarkOliveGreen」（実際の値は3107669）を指定している（図7）。
　Shapeオブジェクトの「Line」プロパティでは、図形の輪郭線の書式を表す「LineFormat」オブジェクトを取得できる。その表示／非表示を表す「Visible」プロパティに定数「msoFalse」を指定することで、図形の輪郭線が非表示になる。表示させたい場合は、このプロパティに「msoTrue」を指定すればよい（図8）。
　また、図形の回転角度は、Shapeオブジェクトの「Rotation」プロパティに、数値で指定することができる（図9）。

●グラフを判定して処理する
　次に、プレゼンテーションの中の全てのグラフを一括処理しよう。マクロ「グラフ最大ラベル強調」は、円グラフのデータ要素の中で、最も大きい要素の文字を強調するプログラムだ（図10、図11）。
　やはりFor Each ～ Nextを二重に使い、作業中のプレゼンテーションの各スライドの中の各描画オブジェクトに対して、同じ処理を繰り返す（図12）。
　Shapeオブジェクトの「HasChart」プロパティで、対象の描画オブジェクトにグラフ機能が含まれるかどうかを判定し、その結果が真（True）の場合だけ、以降の処理を実行する（図13）。
　Shapeオブジェクトの「Chart」プロパティで、グラフ機能を表す「Chart」オブジェクトを取得。その「SeriesCollection」メソッドにインデックスとして「1」を指定し、1番目の系列を表す「Series」オブジェクトを取得して、これを「With」の対象とする（図14）。
　Seriesオブジェクトの「Values」プロパティで、その系列の要素の各データを配列として取り出し、配列変数valsに代入。また、その配列の中で何番目の要素が最大値かを示す変数maxNumに、初期値として「1」を代入しておく（図15）。
　次に、「For ～ Next」で、変数dNumの値を2から配列valsの要素数まで変化させて、処理を繰り返す。「UBound」は配列のインデックスの最大値を調べる関数だが、Valuesプロパティが返す配列のインデックスの最小値は「0」ではなく「1」なので、このUBound関数の戻り値は、そのまま配列の要素数を表す（図16）。
　配列valsのmaxNum番目の要素とdNum番目の要素を比較し、前者の方が小さい場合は、変数maxNumにdNumの値を代入する（図17）。これを配列の全要素について繰り返すことで、最終的に、maxNumには最大値の要素の番号が代入されている。なお、配列valsに同じ最大値が複数含まれていた場合、maxNumの値は、その中で最初に登場した要素の番号を表す数値になる。
　Seriesオブジェクトの「DataLabels」メソッドにインデックスとして変数maxNumの値を指定することで、最大値の要素に当たるデータラベルを表す「DataLabel」オブジェクトを取得。これに「Characters」プロパティと「Font」プロパティを続けることで、データラベルの文字の書式を表す「Font」オブジェクトを取得できる（図18）。
　Fontオブジェクトの「Color」プロパティでは、文字色を数値（RGB値を表す1つの値）で指定できる。ここでは暗い赤を表す定数「rgbDarkRed」（実際の値は139）を指定した。また、太字の設定を表すFontオブジェクトの「Bold」プロパティに「True」を指定して、太字に変更。さらに、文字サイズを表すFontオブジェクトの「Size」プロパティに「16」を指定して、文字を少し大きくした（図19）。


